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住 宅 と 庭 園

加　　藤　　誠　　亭

11住宅と庭N
　庭園は建築と一一一”9となつて「住いJ．を構成する。従つ

て「住い」の在り方，換言すれば人の生活の仕方によつ

て庭園に対する要求がいろいろ変る。日常の快適な戸外

室としての機能性が強く要求される場合と』．専ら観賞の

対象として高級の審美性が要求される場合とでは設計の

月標が非常に違つてくる。近代庭園では機能性と審美性

が共に要求されるから，設計の目標はその両者の度合と

その将来における変化を予想して定められなければなら

ない。

　住宅庭園ではプライザァシーの確保が必要条件である

防風，防火，通風，採光　日照調節，戸外室化等の機能

性屯，借景，配景，造形等の審美性庵総てこの限界内で処

理されねばならぬ。これは私園において特に重要で，植

栽はこの目的の為に極めて有効な手段である。近代生活

における「住い」は一応家庭生活を楽しむ場所，休息，

休養の場所と考えたい。家庭生活の中に社交やビジネス

の要素が含まれることを否定する訳ではないが，その比

重を過大評価してはならない。住宅庭園はこのような近

代人の家庭生活に対して合目的的でなければならぬ。合

・目的的という言葉の中には機能性と審美性の外に経済の

要素も含まれる。現在の日本では多くの場合，狭い空間

を最も有効に使うことが設計の眼目となる。

2．庭園の糠弍

　近代庭園では古典庭園に見られるような様式Styleの

返別がはつきりしていない。世界における生活様式の類

似化が庭園にも同じ傾向を呈せしめつつある。しかし過

去において一応完成されteいろいろの様式に対する知識

が，新しいものの設計意匠に非常に役立つことは建築で

竜庭園でも全く同じである。庭園の様式は意匠の上から

（a）整形式Formal　style（Arti丘cial　sty．，　Geometri

＋cal　sty．）（b）風景式・（自然式）Landscape　style（Natur

　　　　　　　　　　　　　　　　Nalistic　sty．，　Informal　sty．）に大別されるが，整形式の

庵のの中にも多少は風景的要素が含まれ，風景式のもの

の中にも多少は整形的要素が含まれているのが普通であ

る。従つて様式は単に外見上の意匠の上からだけでなく

内容的に沿革の上から庵把握しておく必要がある。

　庭Yard，　Hofや園Garden，　Gartenに相当する生活

の場は非常に古くから存在したといわれているが，現代

に連る庭園様式ができ上つたのは大体中世以降と見てよ

いようである。学者は世界における主な庭園様式を次の

ように分類している。

　　　　　　　　　　　　l　イタリe・一式　Italian　Renaissance　Style　15～17世紀

スペイン式Spanish　Patio　Style　　　14～17〃

フランス式French　17　C　Style　　　　　17〃

イギリス式English　Landscape　Style　18～19〃

支那式Chinese　Landscape　Style　7～18〃

日本式Japanes3　Landscape　Style　9～19〃

　これらの各様式に関する説明は専門書にゆずるが，こ

の古典庭園の様式が近代庭園た流れを残していることは

否めない事実であつて，近代式Modern　Styleと一括し

てよばれるものの中にもフラソス式，イギリス式，ドイ

ツ式等の区別が見られる。古典庭園は宮苑や特権階級の

庭園として発達したものであるから，いちじるしく民衆

化され機能化された近代庭園とは趣を異にするとはいえ

そこに用いられた地割の方式や意匠や手法が，やはり伝

承されていて，古いものから学び取るべきものも少くな

いo

3．　日　本　庭　園

　庭園史の教える所によれば，日本庭園は他の文化と共

に最初は支那から朝鮮経由で輸入され，次で支那から直

輸入となり・これを永い歳月の間に同化し日本的に再構

成して世界の造園史上に異彩を放つ独特の様式となつtc

もので，その変蓬は概ぬ次表の通りである。すなわち鎌

倉末葉から室町時代に至つて一応日本独自の主観的，絵

画的な作品を完成した枯淡な庭園は，桃山時代に華美雄i

譜渕灘葎騨献靹献1桃山献1江購代

林泉式

（輸　入） 翻
林泉式 林泉式

平庭

昌林泉式

平庭

茶庭

林泉式

（廻遊式）

平庭
茶庭

大な屯のとなり，江戸時代に入ると桃山時代に発群しte

茶庭の趣向も林泉に取入れられ，大規模な廻遊式庭園と

して完成されたのであるが，これは特権階級の庭園であ

つて，庶民住宅の庭園は小規模の林泉および室町時代に

寺院方丈の庭として発群した小面積の平庭に茶庭の趣向

や更に一般的な庶民らしい明い趣味が取入れられた形で
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普及しtc・．従つて徳川時代の庶民庭園には室町庭園に見

られるような主観的芸術性は希薄になつた反面，その意

匠には比例，均衡，調和というようなゲ的原則に則つtc

類型が確立されるに至つた，庭園書に「真」「行」「草」

と記された型Typeがこれである。一応自然式不整形5

自由でありながら，水陸の配列，役石，役木が決め、れ

て構成がいちじるしく形式化されtcのは，書道，華道，

盆景，日本画等と概ね軌を一にする傾向である，明治以

降における．いわゆる和風庭園にこれがいろいろに変化さ

れつつ伝承されたのはいうまでもない。

　　　　　　4・　整形意販と不整形意匠

　欧米風の近代生活様式焼多分に坂入れられた現代の日

本では，住宅庭園に対する第1の要求が快適な戸外室と

してこれを利用する二とにあるのは当然で，広い芝生や

緑蔭樹や花壇のあるいわゆる洋風庭園が好まれる傾向が

強い。しかし多くの人は和風庭園の良さにも多分に執着

を持つているようである。実はすでに近代住宅の庭関に

は洋風，和風の区別などはないはずであつて，それは単

に意匠の上に整形的（図案的）要素を多くするか，不整

形的（絵画的，自然的）要素を多くするかの相違に過ぎ

ない。最近の欧米の庭園設計の傾向を見ると鋒者が次第

に多く採用されてきており，日本庭園の意匠に非常に近

いものが現れてきていることは非常に興昧深く感ぜられ

る。すなわち意匠の上に単純なシソメトリー，tルター

ネーシnソ，直線的ヴィスタ，幾何学的曲線などよりも

バラソスとかプロポーションとかハーモニーなどの原則

がより多く用いられてきtcのである。アメリカの庭園学

者Bottomleyも「環境がSemi－Naturalの堵今や敷地

が不整形の場合にはもちろん，市街地内の整形敷地の場

合でもNaturalisticな効果を欲するときには当然支那

および日本で発達した不整形意匠の原則による」べきこ

とを唱えているo

　整形意匠の場合には面（池面，芝生，水面，花壇等）

と線〔生離，柵，　トレリス，苑踏，縁植，列植等）と点

（単木・水槽・ペソチ，日時計，パード・・ス等）を考えて

これを強調しtこり緩和したり，立体的には植栽のマスと

建物との臥係を調整して全体の統一調和を計ればよい。

不整形意匠の場合には主景，副．R，客景の三要素で骨

組を作り・前景・背景・添景の三要棄に肉附けして全体・

を統一するの力雛道である。これら要素のm列はプラン

の上では必ず不等辺三角形の組合せとなり，立面では各

要素の比重（形体の物理的関係の他に色彩，テキスチ；

ア，品格，品位等も加昧される）に比例と均衡のとれtc

配置となるdi

5・巌園の殴計

敷地と理境　敷地と環境は居住者の生活関係事項と共
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に住宅設計上最も重要な資料であつて，建築設計のtLめ

にも†分調べ上げねばならぬDこ二では特に庭1園の面か

ら必要な事頂のみに限つて簡単に説明する。敷地の選択

が自由な場合には一般住宅地としての適格条件の他に，

（a）堆形は南面の緩斜地1（b）道路との関係は路面よ

り1段高く北寄りに入口を設け得る．　（c）土は軽く肥

沃，（d）借景ができて隣家との関係が良好なこと等の

要件を具備すれば理想的であるeしかし多くの場合敷地

はすでに宿命つげられていて何かの欠点があり，二れを

設計の上で補わねばならぬから十分の調査が必要であ

る．調査すべき主な項目は次の通りで，これらの条件は

庭園の地割と植俵計画を根本的に使配するものである。

　A．敷地について

　（1）．地形（方位，高低，傾鋼等）

　（2）　．土質（地質．土壌の櫨類，乾湿・．地下水位等）

（3）：気象（気th・雨里，雪氷霜，風向特に夏冬の季

　　節風．．日照特に冬の日照と夏の西日等）

　（4）　呪存地物（樹木，岩石その他取除くべきものと

　　利用すべきもの¢）x分）

　B．理境について

　（1）：エ場その他有雪初しの僕係

　（2）道路との関係

　（3）　隣球との関係

　（4）　上下水との関係

（5）周囲の景観（借景として利用すべきものと遽蔽・

　すべきものの区分）
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ダ
論弾づ裡

　　　章1図新しい小庭園。典型的”整形慧匠で冷るが，愚
　　　蔭樹を巧みに配L，生厘の内側i－＆木花物を柚えて詔和

　　　をとっTい60一殿低くとつた方形の芝生はこの小庭を

　　　広くみtるoHarold　Winitc氏設計（イギワス）

　様弐　設計に当つてはまず（u）生活様式，（b）建築

（c）敷地と環境を勘案して整私腰素と「整形的要素

をどの位の比重で取入れるぺきかをきめる。敷地と環境

からいえば，（1》比較的小面積のとき（2）平坦地のと

き（3）外周の区劃が整形のとき（4）利用すべき地物

が無いときには整形的要素を多くし，（1）面積に余裕の

あるとき（2）高低起伏のあるとき（3）外周が不規則

のとき（4）自然的地物および環境に恵まれているとき

は不整形的要粟を多くする。そういう観念を頭において
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地割のペンシルワークに移るのであるσ

　地割　庭園の地割は建築の平面計画に似ている。地割

に続く設計のi作業，製図，仕様，見積も建築や土木の

場合と大差がない。住宅庭園の地割について特に留意す

べき事項は，

　（1）　できるだけ単純なブラソにすることo

　（2）建物の主軸を尊重すること。

　（3）建物各部の用途および生活との関係を有機的に

　　すること。

　（4）　特にジメソショソの観念をはつきり持つこと。

　（5）背景および借景を考えることg

などである。庭園の地割が建築の場合と異る最も顕著な

点は同．一平面計画の上に打立てられる立体空間の構成が

極めて自由なことである。新しい住宅庭園のブラソは部

分の目的用途が固定しtcme列的なブラソから簡明単純な

融通性のあるプラソへと変りつつある。例えば敷地の中

に唯一本の樹を植えて残りを全部芝生にするn最も簡単

なプラソである。庭園ではこの一本の樹をどんな樹にす

るかによつて表現に無限の変化性が生れる。特tc小住宅

の庭は敷地と建物が決ればほとんど自働的にプランが決

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t．つてしtう。これに如何な性格を与えるかは，主として

植栽とこれに伴う若干の装備によつて決定される。

　構成庭園の構成は一般に，材料→局部→部分→庭園

という順序で行われる。材料は植木，草花，地被の如き

植物材料と庭石，石燈籠，鉢前，ペンチ，彫塑，敷石，

トレリス，パーゴラ等の一般材料で，これにより植込，

生垣，芝生，花壇，池泉等の「局部」が構成される。大

庭園では局部を集めて特定の目的用途を持つ「部刎例

えば前庭，主庭，後庭，中庭，花園「運動場の如き部分

が構成され，それが更に庭園全体を構成する訳であるが

小庭園においては「部分」すなわち庭園であつて，各種

の目的用途に共用して而も矛盾せぬものでなければなら

頃。構成上の特徴はそれが容積（植込・孤立木・群植）

面（芝生・水面・花壇），線（生垣・苑路・水路’縁植’

列植）および点（ペンチ・日時計・バードバス・壁泉・

亭・石燈硝・陽鋸．・単木・彫像）による空間構成である

点であり，次のような植物材料の特色は構成に際し十分

生かされなければならない。

　（1）植物が生長しつつあつて，四季により変化する

　　こと

　（2）年代感を強く表すようないわゆる「さび」がつ

　　きやすいこと

　（3）地方的に並に環境によつて極類が限定されてい

　　ること

　（4）材料と局部の坂外しや追加が相当自由である事

6’植 栽

植物は自然材料であるから，自然法則を無視した植栽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　467

は失敗す観植栽の目的は緑蔭，風致美観遮蔽・防風

防火，防塵防音等多方面で，材料および配植法はそれ

ぞれの目的に適しkものでなげればならないが，一般的

には先づ自然法則を尊重することが大切である、

　植物の郷牛性天然における植物の出現の仕方はその

環覧（主として温度，水分，土質土性〉に支配されてい

るQ栽培された庭園櫃物の品種は概して違つtt環境に対

する適応性が強いけれども，郷土植物またはこれに近い

ものを用いれば最も健全な発育が期待される。例えば東

京附近は殖物帯の暖帯北部に属するから，その郷土樹種

だるカシ・シイ・ケヤキなどが最適である。しかしアカ

マツ・クロマツ・イチヨウ・カZデ。サクラ・モチ・ウ

メ・クリ・カキなどのように環境に対する適応範囲の広

い樹ならば必ずしも郷土固有種でなくても十分生育する

較暖地を郷土とする植物は生育が悪く，較寒地のものぱ

幼時速かに成長するが壮年以幾急激に衰える傾向がある

緑化の速成に較寒地の植物を用いその間に郷土植物を下

植する方法があるのはこのtcめである。

　　　　　　　　mPti一
箪2図新しい小館園o全体とし℃自由tr戸外室の設計
であつて．惹匠は単純な直線を用いてい邑が．上手な比

例と均衡によδ効果的な浩景を忘れていない。M，E．

Bottom】ey氏設計（アメ／Jカ）

　陰樹と陽樹　樹木には先天的素質として耐陰性の強弱

があり，これ嶋より陰樹・陽樹・半陰樹に区別されるo

濯木や単木にも同様の性質がある。陰樹も陽樹も水分関

係が適．切ならば十分の陽光を受けた場合に最も完全に生

育するが，被陰にもよく耐えて繁茂する樹種は陰樹に限，

定されている，：カシ・シイ・モチ。ヤツデ・アtキなど

は陰樹で，アヵマツ・クロマツ・カラマツ・：r・ラ・カシ

ワ・ヤナギ・ハンノキなどは陽樹である。庭園に用いる

花木類はほとんど全部陽樹まナこは半陰樹である。開倣地

に植える樹種の選澤は箆易であるが，．建物の陰などに植

えるものは陰樹の中から厳選せねばならぬ．丁

　植物の推移　普通の環箋で裸地を天然のまま放置する

と植生推移の原則tc従つて，裸地→陽性…草木→腸性灌木

→陽性樹木→陰性樹木（陰憧湛木，陰性草木を含む）の

順序で植物群落が発達するo特定の環境に対するこの最

後の植相を極径相という。極盛相の森林では植物個体の

55
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栄桔衰盛はあつても，全体の植物柱会相は変化しないで

最も安定し忙状態が保たれているg造園の目的とする簡

相が極盛相と一致する場合には人為的に植生推移を促進

すればよい。明治神宮の林苑はこの方法によつだもので

ある。しかし住宅庭園では芝生も生垣植込も、造園の目

指す植相のほとんど全部植生推移の過渡相であるから，

人為的に推移を抑制せねばならぬ。除草，刈込，枝打等

の手入によつてこれを行うことも必要であるが，初めか

ら配植に注意して自然推移を妨げるような環境を造成ず

ることがより大切である。カシやモチの下IC芝生を作る

ことは始めから不合理であり，サクラ，ヒノキを混植すれ

ばサクラの発育が不全となる。陽樹のかげに半陰樹を，

半陰樹のかげに陽樹を用いれば，その形は永く保たれる。

建物の日蔭や陰樹の下には陰性の灌木か陰性の地被のみ

が生育し得る。ツツジ・ハギのような陽性の灌木花物は

開放地が少くともアカマツのような陽光を透しやすい樹

の下でなければ決して美しい花を漕けない。Fウヒ・ヒ

バ・キャラボク・ツゲ・アセビのような耐陰性の強いも

のでも，十分の陽光の下ではより美しく発育する。

　男響鍵・搾、’　t　’「

諺戴i撫
　一tご曽魁‘、、・誉

　　　　　　　　　署轡詳9・一一一一一へ

　　　　　・　　　　　　　　、・　　　’碑　　謬f・ltE　’

　　　第3図　新しい小庭園。爽型的なイ・整形意匠。生垣，豫

　　　植．花壇の流線を右側の直線生竣で引羅め，樹収により

　　　アクセントをっけ，一段低い芝は広さと共に水面と同じ

　　　ような造景効果を見せて」・る。M．　E．　Bottorrtley氏設

　　　計（ノSリ加

　感受性植物には都市の煤煙や悪い土質に良く耐える

ものと，極めて敏感で枯死しやすいもの，とがあるJオオ

ーyマザクラ・ヤシャプシ・ニセアカシャなどは前者に属

し，スギ・モミなどは稜者に属する。イテ7・プラタナ

ス・ケヤキ・チューリップトリF・イスエソジュ・ニセ

アカシャ・トウカエデなど都市の並木に使われているよ

うな樹やヤツデ・アオキ。マサキ‘サウラ・ヒマラヤシ

ーダー・モチ・ツバキ・サザソカ・シュロなどは市内の

庭園でもよく生育する。

　防火性　樹木の防火上の効果は実例からも実験からも

枝葉の良く発達した大形樹木の存在による気洗の変化に

負う処が多いことが知られているから，防火植栽ぱ樹種

よりも良好な生育に主眼を置くべきであるo俗に火に強

いと云われるものの中には防火性の強いものと耐火性の

強いものとがあって両者は大体反対の性質をもつ。防火

ご・
il・、
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　性の特に強いものは概ね常緑広葉樹で，カシ・シイ。ユ

　ヅリハ・サソゴジュ・イチ・ウなどがこれに属し，灌木

　にはヤツデ・アオキなどがある。

　　防風性　防風植栽には樹木自身が深根性に富み根倒や

　枝折，幹折のしないものでなければならぬ．住宅では農

　家の防風林のような面積がとれないから，カシ・ケヤキ

　イチョウ・ヒノキ・ヒバなどの比較的大形のものを用い

　る。ヒマラヤシーダーやプラタナスは倒れやすく，；セ

　アカシャは折れやすい，

　　緑蔭性　緑蔭樹は落葉広葉樹に限定される。特に春の

　発芽が遅く，秋の落葉が早く，且つ葉が一整に着脱して

　夏には相当濃密に繁茂するものが望ましい。ケヤキ・チ

　＝一一リップトリー・プラタナス・イチョウ・イヌェソジ［

　ユ・ニセアカシャ・シソジュ・カエデ・トチ・アオギリ

　などがこれに適する．サクラ・ウメ・クリなどのように

毛虫のつきやすいものは十分の管理が必要である。パー

　ゴラやbレリスを並用する蔓物ではアケビ・シラクチズー
　　　　　　　　　　t
　ル・ムペ・フジ・ノウゼソカヅラ・ブドウなどが適当で

　ある。

　　配植　配植法には各種の手法があつて，解説すればほ．

　とんど際限がない」住宅では建物との関係を考えて配植

することにより，建築の欠点を補足することもできる。

　整形配植は十分の管理が約束されている場合にのみ用う

　ぺきである1

　　生kと芝生生醸と芝生は近代住宅庭園の局部として

極めて重要である．生垣用の樹櫨としてはマキ・サクラ

　ナメモチ・ウバメガシ・イヌツゲ・マサキ・ビラカyサ

　ス・ネズミモチ・サソゴジュ・カイヅカイブキ・スギ・
　　●
　カラPtチなどが用いられるが，斬しい意匠として2段生

　醒や混植生離を推賞し度い。この場合にはサずソカ・チ

　ャ・ドウダソツツゾ・クチナシ・ウノハナ・ツツジ・サ

　ツキ・ジソチ・ウゲ・モクセイ・オトメツバキなども有

　効に用い得る．

．　芝には日本芝（ノシバ，コウライシバ・ビP一ドシバ）

　と西洋芝（各種牧草の混合）とがあるが，普通の住宅庭

園では強健で栽培しやすい日本芝で十分である。庭園を

戸外箋として使うためにはできるだけ広い平坦な芝生が

　必要で，芝生には良好な排水と十分な日照が絶対に必要

　である。

　［附記ユ　本文は住宅庭園の全般にわたつて概説したた

めに要を尽していない点が多い。建築学会編「建築設計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資料集成，第3輯」造園のeSleよびkこに掲げた文献に

ょり補足されんことを希望する。小住宅の庭園設計に関

しては特に次の2著を参照されたい。（1952，8．30）

．　岡村剛・森歌之助二小住宅の庭園設計（昭26，塊球出版）

　ME．　B（〕ttomrey：NewDesigns　of　Small　Preperties（194S

　Mac　Millan）
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